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１．緒言 

 近年、イヌやネコの肥満が問題になっており[1]、イヌの肥満予防策として毎日の散歩が推奨され、イヌやネコの対

策としてさまざまなダイエットフードなどが開発されている。動物の肥満度を知るためには、体重を測定したり体型

を観察したり、血中のレプチン濃度を測定したりしているが[2, 3]、それぞれの動物に合った体脂肪率測定装置の開

発が期待される[4, 5]。イヌ用体脂肪計は市販されているが、ネコに特化した適切な体脂肪計は市販されていないた

め、今回、インピーダンス法に基づくイヌ用体脂肪計を用いて、ネコの体脂肪率測定法について検討を行った。 

 

2． 方法 

インピーダンス法に基づくイヌ用体脂肪計IBF-D02（大和製衡株式会社, 明石市）を用いて、自宅で飼育している

３歳から８歳のメスネコ２頭、オスネコ２頭のからだ各部の体脂肪について、合計各５回測定し、平均値を求めた。 

 

3． 結果 

 4頭のネコからだ各部（背中上、背中真ん中、背中下、腹部、上腕右、上腕左、大腿右、大腿左）の体脂肪を測定

したところ、測定部位によってばらつきが大きく、統一した傾向は認められなかった（図１）。 

  図１． ネコのからだ各部の体脂肪率の比較 



4． 考察 

インピーダンスは動物のからだに微弱な交流電流を流したと

きの電気の流れやすさを示す数値で、脂肪や筋肉等の体成分の

違いによって異なるため、これによって体成分を評価すること

ができる。従来、インピーダンス法に基づいたイヌ用体脂肪計

では、背中部分の体脂肪を測定するのがよいとされているが、

ネコではどうかは不明であったため、からだ各部の体脂肪率を

測定し解析した。しかし、からだ各部の体脂肪率はばらばら

で、明らかな傾向は認められなかった。市販のイヌ用体脂肪計

は、測定端子の間隔が4センチメートルと6センチメートルと

狭く、ごく一部のインピーダンスしか測定することができない

ため、からだの部位ごとに大きな違いを示すのではないかと考

えられた。そこで、今回、端子にリード線をつけて、図２のよ

うに端子間隔を広げ、自由に各部位間のインピーダンスを測定

できるように改良した。これによって、ネコの前肢から後肢ま

で、からだ全体のインピーダンスが測定できるようになった。

現在、この改良型体脂肪計を用いて、実際のネコの体型とイン

ピーダンスとの関係等について実験継続中である。       図2．改良した体脂肪率測定装置 

                                                             

5． 結論 

局所的なインピーダンス測定法では、ネコのからだの各部の体脂肪率はばらばらであったため、端子にリード線を

接着して端子幅を広げることで、からだ全体の体脂肪率を反映した測定ができるものと考えられた。                                                             
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